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一
臨 時士曽TIS

度 ，2）産科手 術適応頻度，3）無痛分娩適用頻度，の児蘇

生哺 育方式 ，
5）死因 か所見 か の 問題 （頭蓋内出血 ，過度

羊 zk吸引，肺硝子膜症，核黄疸，奇形，感染症，臓器未

熟等）．1）〜4）に 関す る臨衆統計 の 附 せ られ て な い 死因論

は産科学 的 に 意 味 が な い ．

　 〔実験材料〕はHG和 32年 よ り36年 に 至 る 4 力 年間生下

時 8009 以 1・．の 死亡児で計68例 （当院分 娩⊥370に よる 児

13S9例中の 死 L
’
51例， 死亡率 3．7％ ），剖険率 〔

・
ま91．1％．

未 熟児出生 率 は 当院11．2％，死亡率 は 16．T％ ，他院 よ り

の 未熟児 は 死亡率 25．4％ と遥 か に 高 い ，産科手術適応頻

度 は 鉗 r・率 4。0％，帝王 切開率 3．T％，産科手術死亡 率

は 鉗子分娩死亡率 5．5％，帝 王 切開死 亡率 9．8％ ， 骨盤

位牽出術死亡 率 23．5％，自然分 娩死亡 率 は 2．5％ （未熟

児 12．6％，成熟児 1．4％ ）．

　 こ実験成績〕　 1）Potter 分類 に よ り他と 比較 す る と

Anoxia 項 に 於 い て 高 く （39．2％），分 娩損傷 （ 7．8％），

奇形 （5．9％）の 項 に 於 い て 低 くな つ て い る．

　2）　Potter 分 類 の 特徴 と して の Anoxia と肺喚気異

常 の
一

括概念 に 含 ま れ る諸項 ］iこ そ 産科学 の 求 め る重要

問 題 点 で あ る．

　 3）　産科学的新生児死因論 として は 死産 群 と生 産群 を

別ち，N ，生産児群で は特 に肺因子 を細分す る分類基準

が 有用で あ る．

　 4） 今 回 の 或績 で は 肺硝 子 膜症で死因 と な しうる定型

例は 認 め ず，逆 に過度雫水吸引を死因 と認めた もの OX38

例 の 生 産児 中 8 例 に存 しそ の 組織学的判定 に 於 い て 従 来

問題点 が 多 い と ざ れ て
’
o る の で そ の 基準に つ き検討 を 加

えた．即 ち ， 正常生 理 的範囲 の 子宮内呼吸様運動に よ る

Vemix 　 caseosa 　debrisの 吸引 は （
一

）乃 至 （± ） に止

り massive な Vernix 　caseosa の 吸引 は病 的 と考 え られ

．る．

　 5） 分娩損傷 とは直 ちに頭蓋内出．血で な い こ とは 申す

ま で もな く，そ の 判定 は臨床 的綜合判断 で あ る べ き で，

分 娩損傷は死因論 か ら別項 に扱 う立 場 が 妥 当 である ．

　 80．（示）新生児身長 体重 頭囲 と母体骨盤外計測

値に つ い て

　　　　　（日赤産院）　 奥村 　裕正 ，茂木 　昭子 ，

　　　　　　　　　　　 西川　　裕，岡　　郁也

　当産院に 於 け る 昭和30年 よ り昭和35年に 至る 間の 自然

分娩中 ， 妊 娠 中 毒症 ，中毒症後遺症，梅毒等合併症の あ

る もの 及 び 双 胎 ， 叉新生児 に仮死，奇形等異常 を認 め た

もの を除い た 20，019例 に っ き （但 在胎期間38週以上 の も

の ）母体 の 年令30才 未 満 の 初産婦の 男児 と女児 ，

・及 び母

体の 年令30才以 上 の 高 年 初産婦の 男児 と 女児 に 分類 し夫

々 新 生 児 の 初体 車 ， 身長 ， 頭 四 と母 体 tl）骨盤 外 計 測 値 と

の 間 に有意の 関係 あ りや否 や に つ き次 の 如 き倹討 を行 っ

た の で報告す る．

　新 生 児体重の 測定 は 沐浴終了直後10kgの 台秤で 9 ま で

測定 した．身長 は ⊥1越式身長計でc川 の 小 数点 1位 ま で測

定．頭 囲 は 巻尺 に て 小 数点 1 位 まで測定 し た ．

　母体骨盤 の 測定 は マ ル チ ン 氏式骨盤計に て 小数点 1 位

まで測定 した．

　  　新 生 児体 重　〔XD 　と 骨 盤 外計 測 の 外 結 合 線値

（X2），棘間径 （X3），棘間径 （Xi）との 夫ノ （ の 相関・・z 係．

N ／＝ 500

　イ）30才未満 の 初産婦 は 男児女児共 に大 い に有意の 関

係 あ る 事 を 認め た．Srx 、x ，
＝ 0．660，

　 rx 、x3 ＝ 0．544，

rx1Xa ＝ 0．478，早 rx 、x2 ＝ O．627，　 rx 、 Y 、
＝ 0．516，　 rx 、

x4 ＝ O．454。

　 ロ ）30才以 上 の 高年初産婦 で は 男女児共 に有意の 関係

〔’よ全 く認 め ｝） れ なし丶．　6　rxlx2 ＝ 　0．083，　rx1x3 ＝ 　0・126

rx 、Y、＝ 0．068， ♀ rx
、
x2 ＝ 0．085，　 rx 、x3 ＝ O．119，　 rx 、

x4 ＝ O．043．

　  新 生児身長 （Y 、） と X 、，Xls，　X 、，との 夫 ／ ‘ の 相関

攻 係．N ＝ 「
− OO

　イ）30才未満 の 初産婦で は男女児共や x 有 意の 関係 あ

り．叙 Y 、k 、
＝ 0．⊥63，　 rY

，
x

、
＝ 0．192，　 rY 、X、二 U．115，

♀rYLXa ：二・ O。158，　 rYlx ，＝ 0．186，　 rY ・x ・
＝ 0．104．

　 μ ）30才以上の 高年初産婦では男女児共 に 有意の 開係

は全 く認 め られ ない ．♂rY
、
x

、
＝ O．04S，　 rY 、x 、

＝ 0．129，

rY
、
x

，
＝ e．032，♀rY ・X ・

＝ 0・052 ，　 rY
・Xu ＝ O・093・「Y ・x

、

＝ O．042 ．

　   　新生 児頭囲 （Z1）と　X2
，　X ，，　Xd との 夫々 の 租関

女 係．N ＝ 500．30才未満 の 初産婦男 女児 も3e才以 上 の

高年初産婦男女児 も共 に 有意の 関係 は 全 く認 め ら れ な

い 。

　  骨盤外結合線値 （X ，），櫛 間径 （Xs），練間径 （X ∂

か ら新生 児体重 X エ を推定す る た めの 回帰平面 の 式．

　 （但 30才 未 満の 初産婦）

　 i ）男児

R ＝ rn 　　rl2 　 r13　 rln

r21　 r2t 　 r23 　r24

r．Hl　 r32　 rs3 　「 s4

r4r 　 r4z 　raS 　 r44

哥 ・・1
− XI）＋ 駆 斯 瓦）＋坐 （x ・

− x3）＋

哥 （x ・− x4）一 ・

＝ Oj89 　ri
」
＝ rji，　 r、、

＝ 0。660

　　　　r1
、
＝ O．544 ，　ru ＝ 0．478

　　　　r23 ＝ 0．493，r 、、＝ 0．307

　　　　r34 ＝ 0．687

　 　 　 　 　 R 　　　　　一

但

N 工工
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　 Rij は要素 rij の 余 因 子 Rll＝ （− 1）
1
＋

1
× 0．399，

沢 、2 ； （− 1 ）
1＋ 2

× 0．210，

　 Rs＝ 〔
− 1）

L＋ 3
× （

− 0．051），R ，
＝ （

− 1）
1 ＋ 4

×　0．091，
X

、
＝ （体重平均値）＝ 3150，

　xz ＝ （外結合線値平均値） ＝＝ 20．1，又、
＝ （櫛間径平均

値 ）＝ 2T．0．

　X4 ＝ （棘間径 平均値）＝ 23．8，　 S
⊥
＝ （体重標準偏差）二

336，
　S

、
＝ （外結合線値標準偏差）＝ O．895，

　 S3＝ （櫛問径標準偏差）＝ 1。266，
　 S4 ＝ （棘問径標準偏差）二 1．389，
　 故に X1＝＝ 197 ．58 × 2 十 34．92×3 十 55．13×4

− 3049．72

齪 値 ・ 標準蘿 ・謹一 ・：×
一
爵 ∴ S… 3・．35

　 重木目関係数 r
エ照 、

＝ 　0．？25，

　 ii）女児上記と 同様に して

　 X1 ＝ 18T ．TO　Xz十 33．14 ×3十 52．37X ，
− 2897．23

　 推定値 の 標準誤差 Se ＝ 243。13

　 重相関係数 r、、3、 ＝ 0．τヱ3

　 81．（示）新生児の 生後 6 日間の 形態的変化

　　　　　　　　 （神奈川大 口 病院）　 小野　　肇

　新生児初期に お け る身体各部 の大 きさ の 消長に つ い て

の 報告は 全 く見当 らな い ．　 　　　 　　 　　 　 ．

　 そ こ で 私 は本 研 究 を 企 て た．

　計測対象は当院で出生 した 正常新 生 児男性 173例，女

性 ユ96例と，帝王 切開徳新生児男性 17例 ， 女性 12例で あ

る．正 常 分 娩児で は骨産道通過 に よ る影響 が 当然 考 え ら

れ る の で ， 少 数例で は あ るが ， 帝王 切開の 「デ
ータ 」に

つ い て も比較検討 した．

　計測項 目…
身長，頭殿長，躯幹長．上 肢長 ， 下肢長，

肩巾，骨盤巾 ， 上 前腸骨棘 巾 ， 転子間経 ， 胸囲 ， 腹囲 ，

骨盤囲 ， 体重 ， 頭長，頭巾，頭耳高 ， 顔巾， 顔高 を 測

り，承 数 と して ， 比躯幹長 ， 比 上 肢長 ， 比 下 肢長 ， 比 肩

巾， 比骨盤巾， 比胸囲 ， 比腹囲 ，
Roller示数 ， 頭長巾示

数 ， 頭長高示 数， 頭巾高示数 ， 比 頭囲等を算出 した．

　計測方法…出生直後 か ら毎 日 1 回 ず っ ，ほ ぼ
一
定 の 時

刻 に，生 後第 6 日 目迄計測 を行なつ た．

　計測成績… （1）　生 後 6 日 問殆ん ど変化 を認 め な か つ

た もの
…

骨盤巾 ， 上 前腸骨棘 「ll， 転予間経 ， 骨盤囲．

　 （2） 統計学上 有意差で は な い が 生 後少 しず っ 増大 の
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